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一般財団法人日本規格協会 

 

産業標準案作成対象テーマの審議について 

 

 日本産業規格（JIS）の制定、改正又は廃止のための産業標準案（以下、JIS 案という。）

の作成に着手するに当たっては、当会認定産業標準作成機関 JIS 案作成規程に基づき、当

該 JIS 案作成対象テーマが適切であることについて、主務大臣による事前調査、及び JSA 事

務局による“JIS 案の作成開始要件”を満たすことの事前確認を経て、産業標準作成委員会に

お諮りすることとなっております。 

 つきましては、次ページ以降の JIS 案作成対象テーマについて、理由（必要性）及び期待

効果、JIS 案の作成開始要件への適合状況、作成開始予定などを記載しておりますので、JIS

案の作成に着手してよろしいかご審議をお願いいたします。また、産業標準作成委員会の

下に JIS素案の調査審議及び作成を行うためのWGを設置することについても併せてご審議

をお願いいたします。 

なお、字句等編集上の修正については、産業標準作成委員会事務局に一任いただきます

ようお願いいたします。また、ご承認いただいた JIS 案作成対象テーマは、利害関係者に公

表するために JIS 作成予定一覧表として JSA ウェブサイト掲載いたします。 
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準作成
委員会

対応する国際規格番号
及び名称規定項目又は改正点

制定・改正
に伴う廃止

JIS
期待効果

選定基準1
（JIS法第2条の産業標準化

の対象）

選定基準2
（JIS法第1条の法律の

目的）

選定基準3
（産業標準化の利

点・欠点）

選定基準4
（国が主体的に取り組
む分野の判断基準）

選定基準5
（市場適合性に関す

る判断基準）

対応する
国際規格
との対応
の程度

改正 C8708 ポータブル機器用密閉型ニッケ
ル・水素蓄電池
（単電池及び組電池）

一般社団法人電池工
業会のWG

Secondary sealed nickel-
metal hydride cells and
batteries for portable
applications

この規格は、小型角形、円筒形及びボタン形の密閉形ニッ
ケル水素蓄電池の試験方法及び要求事項等について、
2019年にIEC 61951-2:2017を基礎として改正されたもので
ある。
その後、対応国際規格は、寸法及び放電特性の位置付け
の明確化並びにサイクル耐久特性の試験終了判定条件追
加などを含んだamendmentとして2022年10月に発行され
た。
同じような用途で使われるニカド蓄電池とニッケル水素蓄電
池とで寸法を整合させるなど、使用者及び消費者に適切な
寸法及び特性を有する蓄電池を提供する必要がある。
また、連続充電耐久特性については、試験対象の明確化
が必要である。
このような状況から、対応国際規格との乖離を解消するとと
もに技術の実態に即した内容にするため、JISを改正する必
要がある。
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IEC 61951-2主な改正点は、次のとおり。
①寸法：乾電池と寸法の互換性がない円筒
形単電池の寸法規格表で規定した内容は
例であることを明示。…対応国際規格の改
訂に伴う対応
②放電特性：放電特性（規格値）の変更。…
対応国際規格の改訂に伴う対応
③サイクル耐久特性：浅い充放電の繰り返し
に伴う見かけ上の長寿命といった誤認を是
正するため、試験終了条件を追加。…対応
国際規格の改訂に伴う対応
④連続充電耐久特性：連続充電耐久特性
の試験対象を適切化（見直し）…対応国際
規格の改訂に先立ってJISを改正

－この改正によって、電池使用機器製造者
は機器設計に適した寸法の蓄電池が選択
可能となり、産業の合理化が期待できる。
また、放電特性の位置付けの明確化，サ
イクル耐久性特性の試験終了条件追加及
び連続充電耐久性特性の試験対象適切
化により、使用者及び消費者は要求性能
に適した蓄電池が選択可能となり、使用の
合理化への寄与が期待できる。
対応国際規格との整合化を図ることによっ
て、国際競争力の向上が期待できる。

第2条の該当号：
1（形状、寸法、性能）

対象事項：
密閉型ニッケル・水素蓄

電池

法律の目的に適合し
ている。

利点：
ア、イ、ウ、オ、キ

欠点：
いずれも該当しな

い。

国際規格をJIS化する
もの

MOD
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